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関しても詳細な報告を本国のダービー(15th Earl of Derby)外務大臣に送っているが、1861 年
以降サラエヴォに駐在していた彼の情報源は、同じくサラエヴォに居を構えていたオスマン帝
                                                          
2）例えばイギリス関連文書については、House of Commons Parliamentary Papers Online, Correspondence 
Respecting Affairs in Bosnia and the Herzegovina（以後 HCPP と略記）にあるコマンド・ペーパー等を
使用した。コマンド・ペーパーは、1870 年から 1899 年のものについては、C1 から C9550 の番号が付け
られており、本稿でも HCPP の後にその番号を表記した。 






4）Bat Ye’or, ‘Myths and Politics: Origin of the Myth of a Pluralistic Islamic Society’, Symposium on the 
Balkan War in August 1995 in Chicago sponsored by the Lord Byron Foundation for Balkan Studies 
and the International Strategic Studies Association (http://www.dhimmi.org/LectureE1.html). 





























                                                          




る。Arthur J. Evans, Through Bosnia and the Herzegόvina on Foot during the Insurrection, August and 
September 1875 (London, 1876). 






























                                                          
6）HCPP, [C. 1799] Turkey No. 22 (1877), Further Despatch respecting the State of Affairs in Bosnia 
(Acting Consul Freeman to the Earl of Derby). 
7）HCPP, [C. 1475] Turkey No. 2 (1876), no. 5, (Sir H. Elliot to the Earl of Derby, July 13 1875). 
8）Richard Millman, Britain and the Eastern Question 1875-1878 (Oxford, 1979), pp. 15-6. 
























































                                                          
9）ベオグラード駐在のイギリス公使ホワイトがダービーに送った 9 月 13 日付の報告によれば、ボスニア・
ヘルツェゴヴィナ蜂起後、ミラン・オブレノヴィチが 8 月 29 日に行った国会開会演説は、当地でのポルテ
とヨーロッパ列強の平和構築の努力に期待するという抑制された内容で、演説内容には扇動的な部分は全









いた。ガラシャニンについては、David MacKenzie, Ilija Garašanin: Balkan Bismarck (New York, 1985)
を参照。 
10）代理大使フリーマンの 8 月 21 日付の報告によると、ボスニアでの反乱は、ボサンスカ・クライナ地方
の東端にあるグラディシカ(Gradiška)で始まった。HCPP, [C. 1475] Turkey No.2 (1876), Inclosure in no. 
18 (Acting Consul Freeman to Sir H. Elliot). 





























                                                          
11）Millman, Britain and the Eastern Question, pp. 27-8. 
12）Ibid., pp. 20-1. イギリスにとって、エジプトとスエズ運河を支配すればインドとのルートが繋がり権益
が守られることにもなる。そのことは、弱体化しつつあったオスマン帝国の存立が持つ意味が、イギリス
権益にとっては相対的に小さくなることを意味していた。イギリスは 1875年 11月にヘディーブ（Khedive、
1867 年から 1922 年までの期間エジプト副王に与えられた称号）からスエズ運河株を買い取っている。 































                                                          
13）HCPP, [C. 1475] Turkey No.2 (1876), no.16 (The Earl of Derby to Sir H. Elliot, Aug. 24, 1875). 
14）Ibid., [C. 1474] Turkey No. 2 (1876), no. 20 (The Earl of Derby to Consul Holmes, Aug. 24, 1875). 
































                                                          
15）Millman, Britain and the Eastern Question., 21-6. 






























                                                          
16）M.S. Anderson, The Eastern Question 1774-1923 (London, 1966), pp. 180-2. 
17）Simeon Damianov, ‘European Diplomacy and the Eastern Crisis up to the Beginning of the 
Russo-Turkish War’, War and Society in East Central Europe Vol. XVII: Insurrections. Wars, and the 
Eastern Crisis in the 1870s, eds., Bela K. Kiraly and Gale Stokes (New York, 1985), pp. 43-4. 

































































                                                          
18）HCPP, [C. 1475] Turkey No. 2 (1876), no. 72 (The Earl of Derby to Count Beust, Jan. 25, 1876).  



















そして 1876 年 1 月のエリオットからの本国政府宛の電信によると、トルコ政府も非友好的な
列強の中に一人取り残されるよりは、イギリス政府がアンドラーシ・ノートを受け入れ列強の
中に入ってもらった方が良いとの立場を表明している。そして結局、アンドラーシ・ノート受






                                                          
19）Millman, Britain and the Eastern Question, p. 211. ダービーと夫人は共犯とする意見もある。シュ
ヴァロフの巧妙さは承知の上で、露英関係の平和的促進とロシア国内での革命勢力の抑制を目指すシュ
ヴァロフに情報を与え外交上「援助」することで、露英関係の構築という同じ考えを持つダービーが、ロ
シア側への情報の「漏洩」を意図したとの解釈である。Marvin Swartz, The Politics of British Foreign 
Policy in the Era of Disraeli and Gladstone (Basingstoke & London, 1985), pp. 48-9. 
20）ソールズベリは厳格なキリスト教路線に沿って、基本的に反ムスリム、反オスマンの立場からの発言に
徹していた。 
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21）Millman, Britain and the Eastern Question, pp. 39-57. 
22）確かに一部には、オスマン帝国の改革計画が失敗した場合には、ビスマルクの本当の意図はトルコ分割
にあったとの説もある。 






























                                                          
23）ヴィクトリア女王のロシア嫌いは有名であるが、ビスマルクに対しては疑念の目を向けつつドイツとの
友好関係の維持には熱心であった。更に彼女は、自由党のグラッドストーンを嫌い、ディズレーリ政権下
で外相を務めるダービーの更迭を願っていた。Seton-Watson, Disraeli, Gladstone and the Eastern 
Question, pp. 197-8. 
































                                                          
24）Millman, Britain and the Eastern Question, pp. 58-73. 






























                                                          
25）Ibid., pp. 74-81. 
26）Ibid., pp. 83-6. 
27）Anderson, The Eastern Question, p. 183. 
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案時と同様に、今回の覚書提案でもイギリスは孤立の危険にさらされていた。今回も、女王は
孤立を心配し、首相のディズレーリがより積極的に孤立回避に向けて早い段階で動くことを望
んだ。5 月 16 日にダービーが閣議に出席した時には、フランスとイタリアは既に覚書を受諾し
ており、ラッセルもイギリス政府が受諾に向けて動くよう求めていた。エリオットは、ポルテ



























                                                          
28）Millman, Britain and the Eastern Question, pp. 87-94. 




























                                                          
29）Ibid., pp. 95-101. 
30）イギリス艦隊のダーダネルス派遣については、ビスマルクが駐ベルリン英国大使のオド・ラッセルの面
前で艦隊派遣を賞賛していたとして、そのことをディズレーリは彼の愛人のブラッドフォード嬢に誇らし
げに書いている。The Marquis of Zetland, ed., The Letters of Disraeli to Lady Bradford and lady 
Chesterfield (London, 1929), p. 54. ブラッドフォ－ド嬢とチェスターフィールド嬢は姉妹で、妻を亡くし
たあとのディズレーリの愛人でもあった。官邸やホワイト・ホール・ガーデン、更にはヒューエンデン・
マナーからの手紙には、外交及び国内政治上の出来事やディズレーリの心境がよく語られている。 






























                                                          
31）Millman, Britain and the Eastern Question, pp. 101-19. 
32）Milorad Ekmečić, ‘The Serbian Army in the Wars of 1876-78: National Liability or National Asset?’, 
Insurrections. Wars, and the Eastern Crisis in the 1870s, pp. 282-5. 

















先述したように、ディズレーリの政敵であったグラッドストーンは The Bulgarian Horrors 











                                                          
33）このニュースを報じたアメリカのジャーナリストのマクガハン(Januarius Aloysius MacGahan)の記事
は、若干誇張もあるようであるが、ヨーロッパの各紙に掲載されイギリスを中心に大きな反響を呼んだ。 
34）Anderson, The Eastern Question, p. 184. 
35）Swartz, The Politics of British Foreign policy in the Era of Disraeli and Gladstone, p. 39. 

































37）Ibid., pp. 26-7, 39. 
38）Zetland, ed., The Letters of Disraeli to Lady Bradford and lady Chesterfield, p. 78.  

























そうした中 11 月 4 日にダービーは、トルコ政府に更なる改革案を要求するためのコンスタ
ンティノープル会議を召集するよう列強に提案し、ポルテも同意して 12 月に予備会談が開か
れる。イギリスからはソールズベリがこの会議に出席した。ソールズベリの全権大使任命は、
                                                          






研究科紀要』第 51 号第 4 分冊（2006 年）、57－64 頁。 
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軟弱な公式外交を展開するダービー指揮下の外務省をバイパスするというディズレーリの巧妙
な政治手腕であったとの解釈もある。確かにこの頃ディズレーリは、東方外交に最も影響力の






















                                                          
41）Swartz, The Politics of British Foreign policy in the Era of Disraeli and Gladstone, pp. 32, 49. 
42）Zetland, ed., The Letters of Disraeli to Lady Bradford and lady Chesterfield, p. 88. イギリスがコン
スタンディノープル会議が結果を残すことをそれ程期待していなかったこと、イギリス政府としては提案
を受諾するようにポルテに圧力をかける気持ちはないことは、ドイツの駐ロンドン大使ミュンスター(Graf 
Georg Herbert zu Münster)からドイツ外相のビューロー(Bernhard Ernst von Bülow)宛の 1876 年 12 月
20 日付の書簡で確認できる。 ‘Lord Derby sehr bestimmt erklärte, dass die englische Regierung der 
Pforte ganz freie Hand lassen werde und von einer Pression englischerseits keine Rede sein könne. Am 
Schlusse unserer Unterredung sagte mir Lord Derby, er habe doch wenig Hoffnung, dass die 
Konferenzen zu einem praktischen Resultate führen und der Krieg vermieden würde,…’ Johannes 
Lepsius, Albrecht Mendelssohn Bartholdy & Friedrich Thimme, hrsg., Die Grosse Politik der 
Europäischen Kabinette 1871-1914: Sammlung der Diplomatischen Akten des Auswärtigen Amtes 
(Berlin, 1927), 2. Band, Nr. 268. 




























は、ビスマルク宛 1877 年 1 月 6 日付書簡で次のように伝えている。 ‘Hier eingegangene Nachrichten aus 
Konstantinopel schreiben die Hartnäckigkeit der türkischen Regierung gegenüber den Vorschlägen 
der Konferenz dem Umstande zu, dass die türkischen Minister genaue Kenntnis von der 
Meinungsverschiedenheit haben, welche zwischen dem Marquis von Salisbury und Sir Henry Elliot 
bestehe.’ Ibid., Nr. 269. ところで、このホーエンローエと先述のビューローの息子(Bernhard von Bülow)
は、後にドイツ帝国宰相となる。 
44）Seton-Watson, Disraeli, Gladstone and the Eastern Question, pp. 131-3. 
45）Anderson, The Eastern Question, pp. 191-3. 
46）Lepsius et al., Die Grosse Politik der Europäischen Kabinette 1871-1914, 2. Band, Nr. 289. ヌバル・
パシャはこの 1 年後、エジプト首相に就任している。 
47）HCPP, [C. 1717] Turkey No. 11 (1877), Despatches from Mr. Consul Holmes respecting Reports of 
Outrages in the North of Bosnia (Consul Holmes to the Earl of Derby) 































                                                          
48）しかし、5 月 15 日付のニューヨーク・タイムズ紙に掲載されたラグーサからの一報によれば、デスポト
ヴィッチの軍は逆に強化されているとのことである。 
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Layard)への 8 月 6 日付極秘書簡でほのめかしている。50） 
トルコとの戦端を開いたロシア軍は、オスマン帝国の抵抗に会いながらも南進を続け、翌













                                                          
49）シュヴァロフに伝えられたこの極秘覚書は、Harold Temperley & Lillian M. Penson, Foundations of 
British Foreign Policy 1792-1902 (London, 1966), p. 359 (Document 140) を参照。 






して印象を良くする効果を狙っての対英抗議であったと解される。Ibid., p. 362. ダーダネルス海峡の占拠
に関しては、ダービーはポルテの承認があれば異議を唱えないとしているが、ソールズベリは逆に、ポル
テの承認を待つことはイギリスがトルコの同盟国になることを意味するとして反対する。次のディズレー
リからヴィクトリア女王へ送られた 4 月 23 日付の極秘覚書を参照。George Earle Buckle, ed., The Letters 
of Queen Victoria (Tokyo, 1987 reprinted edition), Second series, Vol. II, pp. 530-1. 結局ポルテの承認は
下りず、ダービーは辞任の道を歩むこととなる。 




























                                                          
52）Ibid., p. 542 (The Earl of Derby to Queen Victoria, 11 June 1877). 
53）Anderson, The Eastern Question, pp. 193-203. 
54）Marvin Swartz, The Politics of British Foreign Policy, pp. 78-9. 女王はディズレーリに宛てた書簡の
中で、ロシアに対して警告を発する強硬な姿勢を示して次のように述べている。 ‘If we now hang back, 
and merely send notes and telegrams, and don’t say “If you won’t promise not to go further, and won’t 
at once agree to an armistice, we will occupy Gallipoli,” we shall become the laughing-stock of Europe 
and the world!!’ Buckle, ed., The Letter of Queen Victoria, p. 595 (Queen Victoria to the Earl of 
Beaconsfield, 16 January 1878). 






























                                                          
55）Imanuel Geiss, hrsg., Der Berliner Kongress 1878 (Boppard am Rhein, 1978), p. XVI. 
56）Anderson, The Eastern Question, pp. 203-7. 
57）サン・ステファノ条約に対するディズレーリ政権の具体的反対理由は、Temperley & Penson, Foundations 
of British Foreign Policy, pp. 367-72 (Document 143) を参照。 
















6 月 13 日に始まったベルリン会議は、議論の大きな部分をブルガリア問題が占めていたが、
ブルガリアの代表は招待されずロシアがブルガリアの代弁者を装った。ベルリン会議開催の最
初の切っ掛けとなった 1875 年蜂起の当事国であるボスニア・ヘルツェゴヴィナも、会議での
                                                          
58）Buckle, ed., The Letter of Queen Victoria, p. 584. トルコやレバント地方におけるイギリス外交政策の
立案では、イギリスのインドにおける権益確保が常に考慮されていた。詳細は、拙稿「レヴァント・カン






Seton-Watson, Disraeli, Gladstone and the Eastern Question, pp. 203-9. 少し違った考え方は、エディン
バラ公アルフレート（同時にザクセン＝コーブルク＝ゴーダ公でもあった）によって表明されている。即




うも論理に合わないとの疑問を呈している。Lepsius et al., Die Grosse Politik der Europäischen 
Kabinette 1871-1914, 2. Band, Nr. 296. 
59）Seton-Watson, Disraeli, Gladstone and the Eastern Question, pp. 192-7. 
60）Temperley & Penson, Foundations of British Foreign Policy, pp. 364-5. イギリス政府の対露交渉から




公式合意を必要としていること等を強調している。Ibid., pp. 372-80 (Document 144). 
































































                                                          
61）Anderson, The Eastern Question, pp. 207-19. 























合加盟推進もその 1 つであろう。 
